
最
近
の
E
U
・
英
国
に
お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
・
食
料
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
 

　
　
　
―
英
国
環
境
・
食
料
・
農
村
地
域
省
等
と
の
意
見
交
換
か
ら
―
 農
林
水
産
政
策
研
究
所
長
　
小
西
　
孝
蔵 

　
去
る
3
月
27
・
28
日
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い

て
、
E
U
農
業
・
農
村
開
発
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

ー
（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
ボ
エ
ル
）
、
各
国
政

府
関
係
者
、
研
究
機
関
、
関
係
業
界
等
が
一

同
に
会
し
、
講
演
と
意
見
交
換
を
行
う
会
議
、

A
g
ra 

E
u
rop

e 
O
u
tlook

 
C
on

feren
ce 

2007

が
開
催
さ
れ
た
。
当
研
究
所
か
ら
小
西

が
こ
れ
に
出
席
し
、
世
界
の
食
料
需
給
や
農

業
・
食
料
政
策
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
収
集

及
び
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
近
年
英

国
に
お
い
て
国
内
の
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

バ
イ
オ
燃
料
政
策
や
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

不
測
の
事
態
へ
の
対
応
策
及
び
そ
の
背
景
等

に
つ
い
て
、
英
国
政
府
関
係
者
と
意
見
交
換

等
を
行
っ
た
の
で
、
ご
報
告
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
 

 
 
 

1
　
E
U
に
お
け
る
 

　
　
バ
イ
オ
燃
料
の
動
向
 

 ●
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
2
0
2
0
年
の
バ
イ
オ
燃

料
導
入
目
標
10
％
の
設
定
は
、
①
気
候
変
動

の
防
止
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
の
安
全
保
障

③
農
村
地
域
社
会
の
雇
用
拡
大
・
安
定
と
活

性
化
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
、
各
国
政
府
、

業
界
か
ら
熱
い
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

●
E
U
の
バ
イ
オ
燃
料
は
、
５
％
ま
で
は

E
U
の
食
料
需
給
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
な
く
現
在
の
農
地
を
活
用
し
て
域
内
農

産
物
で
賄
う
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

５
％
を
超
え
る
と
、
第
２
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
セ
ル
ロ
ー
ス
系
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生

産
等
）
開
発
が
不
可
欠
と
な
る
し
、
ま
た
、

一
部
ブ
ラ
ジ
ル
等
か
ら
の
輸
入
の
増
加
に
よ

り
対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

（
７
月
25
日
に
発
表
さ
れ
た
E
U
農
業
総
局

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
0
年
の
10
パ
ー

セ
ン
ト
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
バ
イ
オ
燃

料
作
物
の
作
付
面
積
を
、
E
U
の
農
用
地
の

15
パ
ー
セ
ン
ト
（
現
在
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
に

あ
た
る
1
、
7
5
0
万
へ
ク
タ
ー
ル
ま
で
拡

大
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
E
U
で
は
、
休
耕
地
等
に
バ
イ
オ
燃
料
の

原
料
作
物
の
作
付
け
が
可
能
で
あ
り
、
特
に
、

C
A
P
改
革
で
砂
糖
な
ど
の
支
持
価
格
が
低

下
し
た
こ
と
が
、
原
料
作
物
の
生
産
に
有
利

に
働
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
 

 ●
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
ボ
エ
ル
E
U
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー
は
、
ア
グ
ラ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
会
議
で

も
、
将
来
的
に
E
U
の
セ
ッ
ト
・
ア
サ
イ
ド

の
撤
廃
を
主
張
し
て
い
た
が
、
今
年
７
月
16

日
、
昨
今
の
バ
イ
オ
燃
料
需
要
に
よ
る
タ
イ

ト
な
穀
物
需
給
状
況
を
考
慮
し
て
、
２
０
０

７
年
秋
及
び
2
0
0
8
年
春
に
お
け
る
義
務

的
セ
ッ
ト
ア
サ
イ
ド
の
廃
止
を
提
案
し
、

E
U
農
相
理
事
会
は
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
本
年
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
C
A
P
改
革
の
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
お
け

る
セ
ッ
ト
ア
サ
イ
ド
の
存
否
の
議
論
に
影
響

を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
な
お
、
義
務
的
セ
ッ
ト
ア
サ
イ
ド
（
対
象

面
積
３
８
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
廃
止
に
よ

っ
て
、
2
0
0
8
年
に
は
1
、
0
0
0
万
〜

1
、
7
0
0
万
ト
ン
の
穀
物
の
増
産
が
可
能

と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 2
　
英
国
の
バ
イ
オ
燃
料
政
策
 

 ●
英
国
内
の
バ
イ
オ
燃
料
販
売
は
、
２
０
０

５
年
に
1
万
8
0
0
ト
ン
で
輸
送
用
燃
料
全

体
の
0
・
3
％
と
低
い
水
準
に
あ
る
が
、
税

の
軽
減
措
置
（
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
20
ペ
ン
ス

‘’
税
金
の
４
割
に
相
当
）
等
の

効
果
も
あ
り
、
2
0
0
4
年
か
ら
2
0
0
5

年
に
か
け
て
５
倍
に
増
加
し
た
。
国
内
生
産

で
は
、
菜
種
か
ら
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
（
2
0
0
3

年
か
ら
2
年
間
で
5
倍
の
生
産
増
）
、
海
外

か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
パ
ー
ム
油
等
の
輸
入
に

よ
っ
て
い
る
。
 

　
バ
イ
オ
燃
料
製
造
業
者
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
そ
れ
ぞ
れ
5

工
場
ず
つ
（
計
10
工
場
）
有
し
て
お
り
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
年
間
生
産
力
は
50
万
ト

ン
（
ド
イ
ツ
1
6
0
万
ト
ン
）
と
な
っ
て
い

る
。
 

　
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
は
、
現
時
点

で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
E
U
の
砂
糖
制

度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
て
ん
さ
い
か
ら
の
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
が
容
易
に
な
り
、B

ritish
 

S
u
g
ar

社
がN

orfolk

に
新
工
場
を
建
設
、
今

年
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。
 

 ●
環
境
・
食
料
・
農
村
地
域
省
（
D
E
F
R
A

ま
た
は
D
e
f
r
a
）の
ミ
リ
バ
ン
ド
大
臣
（
当

時
）
が
環
境
政
策
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
2
0
0
8
年
4
月
か
ら
輸
送
用
燃

料
業
者
に
対
し
バ
イ
オ
燃
料
の
2
・
5
％
混

合
を
義
務
付
け
た
（
2
0
0
9
年
3
・
75
％
、

２
０
１
０
年
５
％
に
増
加
予
定
）。
ま
た
、燃
料

供
給
業
者
に
対
し
義
務
不
履
行
の
場
合
の
ペ
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資料：NNFCC "Issue6 -Autumn 2006" による 

（参考）英国におけるバイオ燃料の 
　　　　潜在生産力　　 

 小麦 ビート 油糧種子 
 
  面　　積 
　（百万ha） 

1.87 0.15 0.59 

 
  平均単収 
  （t/ha） 

7.96 57.3 3.2 

 
バイオ燃料 
　生産量 2.21 3.95 1.18 
  （t/ha） 

最近のEU・英国におけるバイオ燃料・食料政策の動向について 

ナ
ル
テ
ィ
（b

u
y
ou

t p
rice

）
支
払
い
義
務
と

業
者
が
供
給
す
る
バ
イ
オ
燃
料
の
C
O
２

削

減
効
果
の
報
告
義
務
を
課
し
て
い
る
点
も
注

目
に
値
す
る
。
 

 ●
今
後
政
府
と
関
連
業
界
、
生
産
者
団
体
と

が
連
携
し
て
バ
イ
オ
燃
料
（
油
糧
種
子
か
ら

の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
ビ
ー
ト
か
ら
の
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
）
の
生
産
拡
大
を
図
り
、

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
に
対
す
る
遅
れ
を
と
り

も
ど
そ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
 

 ●
と
く
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
が
出
資
す
る
民
間

団
体
「
国
家
非
食
用
作
物
セ
ン
タ
ー
」（
Ｎ

Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
バ
イ
オ
燃
料
の
研
究
開
発

の
情
報
提
供
、
議
論
の
場
の
提
供
、
業
界
に

対
す
る
技
術
の
普
及
、
各
種
研
究
に
対
す
る

助
言
や
評
価
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

D
e
f
r
a
の
バ
イ
オ
燃
料
作
物
に
関
す
る

研
究
開
発
フ
ァ
ン
ド
（
年
間
１
２
５
万
ポ
ン

ド
）
の
管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
人
員

構
成
は
D
e
f
r
a
の
出
向
者
や
民
間
の
技

術
専
門
家
な
ど
15
人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
数

名
の
役
員
（
農
業
界
代
表
、
学
識
経
験
者
、

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
か
ら
の
出
向
者
な
ど
）
で
あ
る
。
 

 ●
N
N
F
C
C
に
よ
れ
ば
、
バ
イ
オ
燃
料
の

５
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
す
る
に
は
、
油
糧
種

子
、
小
麦
、
ビ
ー
ト
生
産
は
1
0
0
〜

2
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
（
耕
地
全
体

の
5
〜
10
％
程
度
）
が
必
要
と
な
る
が
、
こ

の
程
度
で
あ
れ
ば
、
食
料
生
産
に
影
響
を
与

え
な
い
で
済
む
と
し
て
い
る
。
（
参
考
）
 

 

●
2
0
1
0
年
に
バ
イ
オ
燃
料
の
混
合
を
10

%
に
す
る
と
い
う
目
標
達
成
に
は
国
内
生
産

だ
け
で
は
賄
え
き
れ
ず
、
輸
入
と
組
み
合
わ

せ
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
、
ブ
ラ

ジ
ル
産
エ
タ
ノ
ー
ル
が
安
く
、
競
争
力
が
あ

る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
国
産
と
輸
入
が
お

お
む
ね
半
々
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
 

 ●
混
合
率
5
%
か
ら
10
%
に
引
き
上
げ
る
た

め
に
は
、
第
２
世
代
の
技
術
開
発
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
今
後
、
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
工
場
の
建
設
投
資
を
促

進
す
る
た
め
の
優
遇
税
制
を
現
在
検
討
し
て

い
る
。
 

 

3
　
英
国
に
お
け
る
食
料
・
 

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
対
策
 

 ●
2
0
0
6
年
12
月
、Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
が
「
食
料

の
安
全
保
障
と
英
国
」（F

ood
 
S
ecu

rity
 

an
d
 
U
K
:A

n
 
E
v
id
en

ce 
an

d
 
A
n
aly

sis 
P
aper D

ecem
ber 2006

）
と
題
す
る
報
告

書
を
発
表
し
た
。
フ
ー
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

い
う
言
葉
自
身
が
英
国
で
は
、
久
し
く
聞
か

れ
た
こ
と
が
な
く
、
い
わ
ば
死
語
の
よ
う
な

印
象
さ
え
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
時
期
に
、
こ

う
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
自
体

興
味
深
い
。
 

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
食
料
の
安
定
供
給
が

妨
げ
ら
れ
る
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
と
い
う
政
策
提
言
で
あ
る
。
英
国
は
今

ま
で
同
様
、
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保
し
う

る
が
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。
 

①
フ
ー
ド
・
チ
ェ
ー
ン
（
大
手
ス
ー
パ
ー
を

含
め
た
生
産
・
加
工
・
流
通
シ
ス
テ
ム
）

の
回
復
力
（
政
府
と
連
携
し
て
不
測
の
事

態
に
対
応
）
 

②
E
U
単
一
市
場
と
貿
易
の
多
角
化
を
通
じ

た
リ
ス
ク
分
散
 

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
の
強
化
 

④
緊
急
事
態
に
対
応
し
て
E
U
及
び
英
国
内

に
お
い
て
生
産
で
き
る
柔
軟
で
効
率
的
な

農
業
の
推
進
 

　
ま
た
、
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
に
お
い
て
、
貿
易
産
業
省
（
D
T
I
）
や

運
輸
省
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な

戦
略
を
検
討
す
る
民
間
の
社
会
科
学
系
研
究

機
関
で
あ
る
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
と
も
共
同
研

究
を
行
い
な
が
ら
、
本
報
告
書
を
作
成
・
公

表
し
て
い
る
。
 

 ●
こ
の
報
告
書
が
出
た
背
景
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
英
国
の
食
料
自
給
率
は
、
２
０
０

５
年
の
金
額
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
全
体
で
60

％
、
穀
物
は
1
0
2
％
、
牛
肉
74
％
、
豚
肉

62
％
、
鶏
肉
90
％
、
牛
乳
1
0
4
％
と
高
い

自
給
率
を
確
保
し
て
い
る
。
他
方
、
生
鮮
野

菜
60
％
、
生
産
果
実
10
％
と
野
菜
・
果
実
の

自
給
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
で
試
算
す
る
と
、
国
内
自
給
率
は
70
％

程
度
と
な
っ
て
い
る
。
食
料
の
輸
入
に
占
め

る
E
U
域
内
か
ら
の
輸
入
割
合
は
、
金
額
ベ

ー
ス
で
2
0
0
5
年
に
は
63
％
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
内
生
産
と
E
U
域
内
か
ら

の
輸
入
を
合
わ
せ
た
割
合
は
、
85
％
に
も
達

し
て
お
り
、
E
U
を
単
一
市
場
と
考
え
る
と

比
較
的
高
い
自
給
水
準
に
あ
る
と
言
え
る
。
 

 ●
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
か
か
る
報
告

を
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
約
2
年

前
か
ら
、
農
家
や
政
治
家
等
の
間
か
ら
、
次

の
よ
う
な
事
象
の
発
生
に
よ
り
、
食
料
供
給

に
懸
念
を
感
じ
る
声
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
 

①
C
A
P
改
革
後
の
農
業
生
産
の
減
少
 

②
1
9
9
6
年
の
B
S
E
、
2
0
0
1
年
の

口
蹄
疫
の
発
生
 

③
2
0
0
0
年
の
運
輸
業
者
・
農
民
に
よ
る

燃
料
騒
動
が
及
ぼ
し
た
市
民
生
活
へ
の
影

響
 

④
最
近
の
原
油
価
格
の
高
騰
や
過
去
に
お
け

る
穀
物
需
給
の
逼
迫
 

⑤
気
象
変
動
要
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
ガ
ス

の
排
出
増
加
 

 ●
報
告
書
で
は
、
不
測
の
事
態
に
備
え
る
た

め
の
主
な
対
応
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
事



項
を
あ
げ
て
い
る
。
 

①
大
手
ス
ー
パ
ー
（
生
鮮
食
料
の
7
割
を
占

め
る
）
を
含
め
た
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
に
及

ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
て
、
関
連
業
界
、
団

体
と
連
携
し
た
情
報
の
交
換
（
年
4
回
の

会
議
の
開
催
を
含
む
。
）
、
不
測
の
事
態

に
お
け
る
生
活
物
資
運
送
ト
ラ
ッ
ク
等
へ

の
燃
料
の
優
先
供
給
ス
キ
ー
ム
や
ス
ー
パ

ー
で
の
基
礎
的
物
資
の
供
給
体
制
の
検
討

及
び
食
料
の
流
通
実
態
に
つ
い
て
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
 

②
輸
入
先
国
の
多
角
化
や
E
U
単
一
市
場
の

機
能
強
化
 

③
国
内
農
業
の
潜
在
的
生
産
力
の
維
持
及
び

食
の
安
全
規
制
の
強
化
 

　
 

●
な
お
、
民
間
の
研
究
機
関
で
あ
る
チ
ャ
タ

ム
ハ
ウ
ス
で
は
、
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

21
世
紀
に
お
け
る
英
国
の
食
料
供
給
に
つ
い

て
」
を
立
ち
上
げ
、
大
学
と
共
同
研
究
を
行

っ
て
お
り
、
2
0
0
8
年
3
月
ま
で
に
研
究

成
果
を
出
す
予
定
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
英

国
の
主
食
と
も
言
う
べ
き
小
麦
と
牛
乳
に
つ

い
て
、
供
給
の
不
安
定
性
の
シ
ナ
リ
オ
を
複

数
設
定
し
、
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
影
響

評
価
や
政
策
を
提
言
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ

の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
 

 
 
 

4
　
今
後
の
我
が
国
の
課
題
 

 ●
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
取
組
が
遅
れ
て
い
た
英

国
に
お
け
る
税
の
優
遇
措
置
、
混
合
の
義
務

化
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
措
置
の
導
入
、
研
究
開
発

普
及
団
体
の
組
織
化
等
最
近
の
バ
イ
オ
燃
料

政
策
推
進
の
動
向
を
ふ
ま
え
る
と
、
我
が
国

に
お
い
て
も
、
バ
イ
オ
燃
料
普
及
を
図
る
た

め
に
は
、
税
制
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
義

務
化
、
関
連
業
界
と
の
連
携
強
化
、
セ
ル
ロ

ー
ス
系
の
第
２
世
代
技
術
を
含
め
た
、
研
究

開
発
の
促
進
等
が
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ

る
。
 

　
E
U
の
動
き
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
国
内

の
規
格
外
燃
料
作
物
や
食
料
残
さ
の
利
用
、

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
等
も
活
用
し
た
バ

イ
オ
燃
料
作
物
の
生
産
拡
大
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

 ●
ま
た
、
我
が
国
に
比
べ
て
自
給
率
が
高
い

英
国
に
お
け
る
不
測
の
事
態
へ
の
対
応
検
討

は
、
E
U
と
い
う
単
一
市
場
に
お
け
る
食
料

供
給
力
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基

本
的
に
自
給
率
の
低
下
そ
の
も
の
を
問
題
に

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
近
の
様
々

な
不
安
定
要
因
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
国

の
危
機
管
理
の
一
環
と
し
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
 

　
我
が
国
の
食
料
の
需
給
構
造
は
、
E
U
の

よ
う
な
市
場
を
持
つ
英
国
に
比
べ
、
海
外
依

存
度
が
高
く
、
不
安
定
要
因
も
多
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
食
料
の
安
定
供
給
に
向
け
て
の

具
体
的
方
策
の
検
討
を
行
う
上
で
、
こ
う
し

た
英
国
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
・
分
析
が
参
考
に
な
ろ
う
。
 

 ●
特
に
、
穀
物
価
格
が
高
騰
し
、
飼
料
穀
物

や
小
麦
な
ど
史
上
最
低
の
在
庫
水
準
に
あ
る

国
際
需
給
情
勢
下
に
お
い
て
、
我
が
国
の
原

料
調
達
コ
ス
ト
や
食
料
品
価
格
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
を
分
析
す
る
と
共
に
、
不

測
の
事
態
に
備
え
て
ど
の
よ
う
な
短
期
的
及

び
中
長
期
的
対
策
を
取
る
べ
き
か
検
討
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
こ
う
し
た
時
期
に
、
今
日
的
視
点
に
立
っ

て
、
再
度
、
飼
料
作
物
の
生
産
拡
大
、
飼
料

基
盤
の
強
化
と
い
う
長
年
の
課
題
に
つ
い
て
 

関
係
者
の
合
意
形
成
を
図
り
、
農
地
利
用
権

の
面
的
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
畜
産
農
家

と
耕
種
農
家
と
の
連
携
、
草
地
管
理
・
自
給

飼
料
の
共
同
調
整
等
を
通
じ
た
飼
料
の
効
率

的
生
産
体
制
の
確
立
、
里
山
放
牧
の
促
進
な

ど
各
種
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
ま
た
、
非
G
M
（
遺
伝
子
組
換
）
大
豆
を

含
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
食
料
の

安
定
的
な
国
内
供
給
体
制
の
強
化
を
図
る
と

共
に
、
穀
物
等
の
輸
入
先
に
つ
い
て
も
、
商

社
や
関
連
業
界
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
情
報

の
収
集
、
安
定
的
輸
入
先
の
確
保
、
さ
ら
に

は
必
要
に
応
じ
て
輸
入
先
国
の
多
角
化
等
の

リ
ス
ク
分
散
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 〈
参
考
〉 

意
見
交
換
を
行
っ
た
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
部
局
及
び

チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
 

 （
バ
イ
オ
燃
料
関
係
） 

・C
rops 

for 
E
nergy,Industrial 

C
rops 

D
ivision 

 （
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
関
係
） 

・A
g
ricu

ltu
ral 

P
olicy

 
F
ood

 
C
h
ain

 

E
conom

ics D
ivision,D

efra 

・F
ood and D

rink Industry D
ivision, 

F
ood

 
R
etail 

an
d
 
C
aterin

g
 
B
ran

ch
, 

D
E
F
R
A
 

 （
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
） 

・Senior F
ellow

, T
he R

oyal Institute 
of 

In
tern

ation
al 

A
ffairs,C

h
attam

 
H
ouse

欧州委員会本部（ベルギー・ブリュッセル） 
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